
2024 年４月 24 日 

各   位 

上 場 会 社 名 シ グ マ 光 機 株 式 会 社 
代 表 者 代表取締役社長  近藤 洋介 
（ コ ー ド 番 号 ７７１３） 
問合せ先責任者 取締役管理本部長 石井 康之 
（ Ｔ Ｅ Ｌ      ０３－５６３８－８２２１） 

 

令和６年能登半島地震による影響に関するお知らせ(第四報) 
 

令和６年１月１日に発生いたしました「令和６年能登半島地震」により、被災されました皆様

に心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の一刻も早い復旧復興をお祈り申し上げます。 

本年１月９日にお知らせいたしました「令和６年能登半島地震による影響に関するお知らせ」

に関して、現時点において確認されている当社能登工場(羽咋郡志賀町)の状況について、下記の

とおりにお知らせいたします。 

記 

１. 当社能登工場の現在の状況について 

当社能登工場の主力生産品目である光学基本機器製品においては、当社生産各拠点及びグル

ープ生産会社、サプライヤー様、生産協力会社様と緊密に連携して一部代替生産等を進めた結

果、当該製品の供給体制については、３月度稼働において通常稼働時の８割程度まで回復して

おり、５月末を目途に通常稼働時と同等の水準に回復する見込みでおります。 

 お客様、サプライヤー様、生産協力会社様、設備メーカー様等の多くのステークホルダー各

位には多大なるご支援を賜りましたこと、改めて心より厚く御礼申し上げます。 

 なお、当該工場での生産加工業務においては、設備メーカー様及び関係各位のご協力の下、

比較的被害が軽微であった生産設備は生産加工業務を再開しております。被害の大きかった生

産設備は一次復旧対応させたうえで加工テストを行う等の復旧を進めており、本年５月末を目

途に大部分の生産設備の本復旧対応が完了する見込みでおります。但し、一部の高精度な生産

設備については、本年６月以降に二次復旧対応を行い、早期に本復旧対応を完了させるように

取り組んでまいります。 

 また、当該工場においては、建物及び附帯設備等について一部損壊及び上下水道の断水等の

被害が発生した中、従業員の安全に十分配慮しつつ供給体制の復旧を優先しておりましたが、

この度、当該工場が通常稼働と同等の水準に回復する目途が立ったことを受けて、当該工場の

建物及び附帯設備に関する修繕にも本年５月以降で取り組む予定でおります。但し、当該工場

の通常稼働と並行して建物及び附帯設備の本復旧対応に取り組むため、半年程度の工期を見込

んでおります。 

 

２. 今後の業績に与える影響 

 今回の地震による当社グループの業績への影響につきましては引き続き調査中であります。 

今後、開示すべき事象が発生した場合は、速やかにお知らせいたします。 

以 上 


